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武庫川女子大学看護学部として、兵庫県看護協会の離職看護師に対する再就業支
援研修のプログラムの一部を担当し、実施した。

兵庫県看護協会の再就業支援研修に参画し、研修を行ったことは、看護基礎教育と
卒後教育について、その共通的な教育の重点内容などを考える上で貴重な経験とな
りました。
今後も兵庫県看護協会と連携を図りながら、看護師の就業に向けて大学ができる教
育的な支援や研修の実施、また効果的な再就業推進に向けての研究的な支援ができ
ればと考えています。

活動内容 活動内容ＰＲ(活動の様子・参加者の声等）

活動･研究･委託テーマ 離職看護師に対する再就業支援研修
実施後のアンケートより

カルアセスメントは臨床で働いているときでさえ、しっかり理解せずに働いていた
のだと反省した。

アセスメントにつながることを感じた。

実践的な学びになった。

た。

トから次の行動を考える思考回路を持てるように、学びを積み重ねたい。

た。

切さがわかった。

践的で、今後活用できる内容であった。

対象となる地域・企業等 兵庫県看護協会　ナースセンター

活動学生(ゼミ･学年等)

成果

研修後の実施満足度は高く、本研修により再就業につながった
受講生がいた。

https://www.hna.or.jp/outline/n_access/nursing_staff_
reinstatement_support_project/re-
employment_support_workshop/

学生参加はなし
（教員のみ：研修担当者４名及び当日サポート教員２名）

連携時期
平成27年4月以降
（研修の開催実施は、平成27年9月9日、平成28年2月17日）

学外への広報方法
兵庫県看護協会・ナースセンターが主体となって、HPや配付物、ポ
スター等で広報を実施した。

連携内容

武庫川女子大学看護学部として、兵庫県看護協会の離職中の看
護師への復職支援事業に参画し、地域における看護系大学の社
会貢献活動に組織的に取り組んだ。平成27年度は、年２回の
研修事業に参画し、患者の病態をシミュレートできる高度シ
ミュレータモデルを使用してのフィジカルアセスメント・創傷
ケア研修の開催及び事後評価を行った。

活動概要 研究者・研究グループからの「ひとこと」

研究者名（研究グループ名）： 看護学部  久米　弥寿子（平成27年度実施責任者）・片山　恵／布谷　麻耶（平成28年度実施責任者）

活動分野： 教育・人材育成


